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Agenda

・ Gecko/Mozilla におけるＩＤＮサポートの

歴史：長い道程

・ Gecko IDNサポートの現状

‐ デモ (Latin 1, 日本語）、RACE/Puny Code/ACE

• 今後の課題
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• 2000年 6月１６日:Bob Jungが最初のバグ登録。Bug 42898.
– i-DNS.Netとの話し合い

• 情報不足で７月３０日に “Future”と分類

• 2000年８月、JPNIC の米谷氏、森下氏米Netscape訪問。IDNサ
ポートの要請。

– サーバ、クライアントチームなど１０人以上が参加。Netscape, iPlanet
など。

– ４８回IETF会議の報告

– IDN関係の Internet Draftの説明。他の会社の状況。

– mDNKit/JPNICの紹介（公開ベータ。２０００年７月１３日）

– IDN登録サービスの計画・予定

– クライアント、サーバの対応条項について
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– クライアント、サーバの対応条項について(続き）

• クライアント：ブラウザ、メール

• サーバ：バーチュアル・ホスティング、DSサーバ、ＳＳＬとサイト
のＣｅｒｔ

• ＪＰＮＩＣミーティングでの課題

– mDNKit: テストサーバが必要。
• クライアント DNSProxy DNS

– 幾つかの提案をテストするべき

– Mozilla M16でのUTF-8関連のバグ: ドメイン名をescapeして
いた。



2000年：IDNを取り巻く状況

• ２０００年９月：UnicodeメイリングリストでNamePrep禁
止文字などについて活発な議論

• ２０００年１０月：VeriSign/NSI多言語ドメイン名登録開
始。

– ＩＣＡＮＮ，ＩＥＴＦ側のプロトコール整備が終わっていない状

況なので、将来不明。

• Mozilla：２００１年１月にバグ取り組み決定。堀田が担
当に。しかし、標準未決定と判断し、２月に更に先送り

に。



2001年：バグ42898進行：１

• Ｍｏｚｉｌｌａの2001年２月の状況
– ＵＩにおける８ビットドメイン名ＵＲＩ：生のUTF-8。

Escapingなし。

– ドキュメント内のURI: charsetが分かっている場合は
escape、それ以外は生の UTF-8

– 標準関係が固まるまでバグ対応延期。

• IE 5.0以上：Real Namesテクノロジー、キ
ーワードサービス、CNRPの発展。(2001年
７月Netscape内部で討論。）



2001年：バグ42898進行：２

• 2001年５月最初のパッチ：William Tan@i-dns.net。

• i-DNSで出す DLLを使えるようにMozillaのXPCOM APIを実装する。(プラ
グイン方式：コード変換と特別DNSサーバへrouting）

• ５月中：色々な修正。Mozilla 0.9.3上で実装

• ７月：トランクの変遷に応じたパッチ修正。

• ８月：Roy Yokoyama（堀田休暇中に臨時参加）, Darin Fisherコードレビュ
ーに参加。

• ９月：William TanがFisherのコメントに対応してパッチ修正。

• ９月中：Brendan Eichのスーパーレビューによる修正

• １０月：（堀田復帰）Mozilla 0.9.5トランクにコードをチェックイン！

• １１月：プラグインのリリースとXPCOMのテスト。色々な問題が見つか
り、テストを続行。
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• 2002年１月：Darin Fisherのバグ修正

• ２月：最終テスト：user_pref("network.enableIDN", true);

– テスト用 i-dns DLLで確認

– William Tan氏Mozilla IDNイニシアティブホームページの発表

• ４月：William Tan氏i-dns.netプロジェクトより離れる

• Mozilla日本パーティ３で米谷氏デモ実行

• ５月：日経コミュニケーションのインタビュー

• ６月:Mozilla 1.0でIDNサポートに問題
– 1.0でのコード変化の影響



2002年：プラグインの仕組み

ユーザインプット (8ビットドメイン名？
） Yes IDN プラグイン 特別DNS 
IP address ウェブコンテンツ

ユーザインプット (8ビットドメイン名？
） No MozillaのNetLib 一般のDNS 
サービス IP address ウェブコンテンツ
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RFCへの道：Mozillaの標準志向

Internet Draft
コメントを求める文書：期限付き

Proposed Standards:実装なし。が、コ
ミュニティのサポートは必要。IESG推
薦
Draft Standards：実装が必要。ベンダー
もこれで実装をすることが多い。
Internet Standards:殆どのDraft 
Standardsはここまで来ない
IDNの関係者はこれらの活動をエネル
ギッシュに行った。



Round 2: JPNICとiDNKit

2001年11月：Mozilla 自前のIDNサポート実装バグ登録
。プラグインの煩わしさを回避。
2002年5月：mDNKitのNormalizationコード、
ACE/Unicode変換コード導入断念。iDN Kit待ち決定
2002年5月：RealNames破産。キーワード形式resolution
に問題。
2002年8月：Shanjian Li:Unicode NamePrep Unicode 
Normalization、ACE/Unicode変換にJPNICのiDN Kitソ
ースを使用したい。交渉開始。
ライセンスの問題：法廷や訴訟の項目はMozillaでは受
け入れられない。
10月：進歩なし。JPNICと再交渉開始。堀田が続けて
コード担当。
11月：桃井・米谷最終調整。JPNICがGPL/LGPL/MPL
に対応するようにLicense修正考慮。
12月6日：JPNIC新ライセンスでidnkit 1.0 pr2配布開始
！記念すべき日。



Round 2: JPNICとiDNKit　2

2003年２月：Mozilla 1.3 IDNサポート
実装！（堀田、Fisherが一連のバグ修
正）
初めてホンモノの実装という実感

2003年３月：RFC 3490 (IDNA), 3491 
(Nameprep), 3492 (Punycode)の発表
2003年3月：JPNIC idnkit RFC対応版の
リリース
2003年４月：

Mozilla 日本パーティ４で米谷氏最新情報
を提供、デモ実施
IDNサポートがデフォルトでＯＮに！

network.enableIDN　設定が不必要に



Mozilla 1.4のIDNサポート状況

プラグイン形式よりは自前のIDNサポ
ートが便利。（i-dns.netのDNSサーバ
は使用できない。）

XPCOM APIは現在作動してない
IDN関連のRFCの標準化によりMozilla
は正しい実装ができる
JPNICの寛容なソース公開が大きな役
割を果たす
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Mozilla 1.4a 以降
コード：
・ バックエンド：

– String Prep /NamePrep
• Unicode normalization: 例：半角かな --> 全角かな, 
Latinスクリプトの大文字 小文字

• UnicodeからACEへの変換 (例： ページの文字コー
ドから Unicode そして ACE　へ。）

• Unicode/UTF-8 からACE へ(例：URLバー)) 
・ ネットワークのUTF-8 -> IDN -> ACE (廃止：UTF-8 -

> %.... -> ACE) 
– Puny Codeのサポート:

• www.日本.com --> www.xn--XXXXX.com (Puny code 
prefix + ACE)

・ フロントエンド：
– URLバーで URI が本当の文字で表示

• 例外：サーバがredirectや違ったURIを返した場合。
‐ ステータス・バー表示
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Mozilla 1.4 Beta (現在のトランク）
network.enableIDN:デフォルトで ON
network.IDN_prefix: xn- - (Punycode)が
デフォルト
RACEは上記を: bq- -に変えてテスト
デモ：

Latin: http://www.nunames.nu/eu-lang-
test.htm　(PunyCode Prefix/ACE)
日本語：(RACE Prefix/ACEを使用）

http://mitsuketa-nihongo.jp/



IDNサポートの今後の課題 1

・ 未実装：Aceから Unicode への変換。
– URLバーでの表示に問題。Redirectとか違った

URLが帰ってきた場合
・ 幾つかのＵＩ部分で表示が完全ではない
。国際化QAは1.4最終版に向けて24のバグ
を登録。

– Cookie manager, Password manager, Bookmarks
などで問題
‐ 恐らく大丈夫: History?
‐ その他の通常のバグ修正

• Security関連の問題
‐ 文字の似たドメイン名の問題： ＩDNが可能に
する問題の派生

– UTF-8の最小限表現法 – Mozillaは大丈夫だと
思う
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・ その他：
‐ 実際に使っているサイトがまだ多くない。殆
どがテスト状態。

– RACEからPunycode/ACEへの移行がまだ完全
ではない

・ テストページ: 
– http://www.nunames.nu/eu-lang-test.htm
– http://mitsuketa-nihongo.jp/

・ その他のMozillaモジュールにおけるIDN
のサポート(例：image lib等はまだ調査さ
れていない。) 

・ メールはどうするか？
• SSLプロトコールとの互換：問題はない
と思うがテストはされていない




